



















トによるものが多いとされ、「いじめ防止対策推進法」（2013 年 9 月施行）では、いじめ早期発見のた
めの措置として「定期的な調査」を学校に義務づけられた。その中においても、心理テスト「Q-U」は
実施部数 500 万部以上を誇り業界 1位となっており、様々な小中高校で利用され教育業界において非常
に認知度が高いテストとなっている。ある政令市においては、市の「いじめ防止基本方針」の取り組み
において、hyper-QU（Q-U に、ソーシャルスキル尺度を加えた検査）がいじめの早期発見にも有効で
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愛知県 23 名　名古屋市 14 名　岐阜県 32 名　三重県 18 名　静岡県 10 名　その他 30 名
問 1　これまでにQ-U アンケートを受けたことがありますか
1 ある 16 名
2 ない 48 名
3 どちらともいえない 48 名





2 中学校 73 名
3 高等学校 29 名
4 受けていない 19 名


































・ 生徒に対し、1対何十人という付き合い方ではなく、1対 1 で向き合って指導していかなければいけない
と思う。1人ひとり生きている環境も能力も個性もみんな違うからその子にあった指導、言葉選び、対応
をして向き合って向上心がもてる日常生活を作っていかなければならないのと、だからかそ 1人ひとりの
変化に気付いてあげることが必要・
・ 要支援群に入っている生徒がいるから、不登校やいじめへの個別支援をする必要があり、その生徒に個別
面談を行い、早急に対応する。・学校生活不満群に属している生徒は学級に居場所を見出せず、不登校に
なる可能性があるから注意して観察する。
 （＊原文のまま）
16
「教育相談」の講義における学級集団の理解と考察―心理テスト「Q-U」の活用と分析を通して―
問 4　本講義の振り返り・感想等を記述しよう（一部抜粋）
・ 児童生徒を個々として見ておくのはもちろん大事なことであるが、集団として全体を理解し、どういう支
援をしていかなければいけないかを考えることも重要であると感じました。教員としてどんな支援ができ
るか、しっかりと考えておこうと思います。
・ 学校はすべての生徒が有意義に生活できる場所であり、学びの場でもある為、全員が良い学校生活を送れ
るようにルールや指導をしっかり生徒に伝えなければならないと思いました。集団行動の中でいじめなど
ならないように、日頃からアンケートなどやっていかないといけないと感じました。
・ 集団の中で生きるとなるとどの世界でも合う人がいて、合わない人がいるのは当たり前。けど、その中で
子供は仲間外れにしたり、いじめをしたり、と悪い方向にいってしまい、人との付き合い方に問題が出て
しまう。その問題にいち早く気付き、解決することや、問題事態起こさないような教育をしていけるよう
になりたいと思った。
・ 集団指導を通して個の育成ができ、個の成長が集団を発展させることが理解できました。学級集団を理解
するために「Q-U」アンケートを使い、その結果から今後の学級経営を考える必要があるなと思いました。
・ QUを活用することで学級経営をより円滑に行うことができるように感じた。しかし、今回の事例検討の
ように、何も対応せずに放置してしまうのはいけないように感じた
・ 一部の生徒が楽しいと思う学校生活ではなく学校に居る生徒が全員楽しいと思う学校生活を作り上げるの
が大切だと思った。学校全体の雰囲気を良くするにはクラスでの指導が大切だと思います。クラスの一つ
一つが良くなれば学校の雰囲気も上がると思いました。
・ 良い学級集団の形成が生徒の学力やパフォーマンスの向上につながるということが理解できました。学級
経営を上手く行っていくために、様々なテストやアンケートを使い子どもの現状を把握したり 日常生活
から生徒をよく観察し、コミュニュケーションをとり、子どもにとって身近に相談できる先生になりたい
と思います。
・ 今回の授業では、学級の状況についてアンケートを通して具体的に測れる方法があることを初めて知った。
アンケートを用いて学級の状況をしり学級崩壊などを未然に防ぐことも必要であるが、教師を目指す立場
としては、アンケートに頼る前に児童生徒と教員間での強い信頼関係を構築し児童生徒同士や児童生徒と
教員の繋がりをつくるこどか大切であると考える。
・ 私は、教員自身のリーダーシップを発揮し、適切なルール作りをしたい。なぜなら表を見ると散らばって
おり、指示が通っていない可能性があるからである。具体的にいうと、クラスをまとめ、ルールなどを全
員に浸透させ過ごしやすい学級にする。よってよい学級づくりができると考える。
 （＊原文のまま）
